
※本エクセルカレンダーは、令和6年に行った下呂市生産文化圏農泊推進協議会が実施したワークショップ、ヒアリング、アンケートをベースに作成したものである。

※本エクセルカレンダーは、各農産物の生産に関わるプロセスとその時々で生じる問題・課題や特徴的な取組、こだわりや自慢、関連事項等についてまとめたものである。

※説明文章については、以下の3つの項目を設定し、色分けをしている。
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新緑の風景（小坂）

新緑の風景（萩原宮田）

農業景観（小坂）

農村景観（馬瀬）

三ツ石棚田の景観（下呂竹原）

田んぼに水が張られた風景（萩原宮田）

ヒマワリ畑（金山） ふるさと農道の紅葉（乗政）

田んぼの黄金色（小坂）

えごまの穂の水滴（小坂）

紅葉（小坂）

滝や魚が住むきれいな川の景観（小坂）

雪景色

高城山の風景

小坂の日当たり

寒暖差

水が綺麗

昔と変わらない自然環境

久野川は山が近い

阿寺断層

下呂石

小川石

下呂温泉

小坂の温泉

炭酸泉

あかがねとよ

からたに滝

益田風

どんびき平

下呂市の植生

小坂の植生

馬瀬川渓流魚付き保全林

薬草（小坂）

高山帯の薬草（小坂）

クロモジ

マルバノキ（ベニマンサク）の紅葉

シロモジの花 シロモジの紅葉

ダンコウバイの花

アブラチャンの花

キブシの花

桜（チョウジザクラ等）

ハナモモ（小坂）

ハナモモとスイセン（乗政）

シロヤシオの花（簗谷山）

ヨモギ（時期不明）

クズの花

メナモミの葉

コナラの紅葉

栃の実

タカの渡り

アカショウビン

カワウ

ホオジロ

スズメ

蛍

クワガタ

カブトムシ

ギフチョウ

赤とんぼ（小坂）
昆虫類

自然

風景

自然環
境

地形・
地層

温泉

滝

風

湿原

植物

鳥類

10月 11月 12月

下呂市農業地域資源エクセルカレンダー

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

こだわり、自慢、特徴 困りごと／鳥獣害

・秋の稲刈りの頃に、赤とんぼが

飛んでいる景色は楽しい

・日本の中でも分布エリアが狭いが、下呂に多い。赤く紅葉し、花も咲き、実もつける・シロモジ、ダンコウバ

イ、アブラチャン、キブ

シが春に黄色い花をつ

ける

地域に関係すること

・全国の棚田指定

・6、7月の緑の時期が特に見ごろ

・寒暖差があるため、朝水滴が穂

についていて、朝日が出るとキラ

キラして見える

・米は午前中に光合成し、あとは休む。日がはやくかげるから、寒暖差が出て、早く休め、美味しいお米になる

・寒いと虫が越冬できず、翌年虫が少ない

・冷たい山水があるから小坂の米は美味しい

・縄文の後期くらいから稲作が行われていたという話もあり、石器の形状によっては農業に使われていたものもあると思われる

・小坂は自然が豊かで針葉樹、広葉樹の下に育つ薬草はパワーがある。厳しい環境のほうが効能力がアップする

・戦後拡大造林が進み杉・ヒノキの森だが、ツガ林、モミの森、岐阜大学演習林のブナ林、亜高山帯の植生が典型

・リョウブ、ネジキ、コナラ、アカマツが多い。最近は笹が多い。植生も移り変わりがある

・小坂は植生が豊か、現在200滝で、モニタリングとして450種類見て回っている

・特に濁河温泉付近の

ヨモギは美味しい ・お茶にする。脳の血

流を良くする

・ホオジロ、スズメは最近減った

・最近少ない
・前は家の前にもいたが、今はいない（下呂竹原）

・カエルの声

・体を温める、殺菌効果もある。アトピーにも効く。4月頃、葉っぱと花を採る

・平成15年に指定。全国で初めての取り組み。森林と渓流魚のつながり

・NPO「日本で最も美しい村」連合地域

・観音峠あたりで、タカの渡りが見られる



オニヤンマ

ハッチョウトンボ（時期不明）

ルリボシヤンマ（時期不明）

ヤマビル

マムシ

鮎（馬瀬） 8/26たくり漁解禁

馬瀬上流や和良川の天然鮎

ウナギ（時期不明）

鯉（時期不明）

ブラックバス（金山）

アジメドジョウ

アマゴ

ヤマメ

イワナ

朴葉寿司

蜂の子

アジメドジョウの朴葉寿司（萩原町羽根）

朴葉餅

朴葉で作る納豆

あねかえし

草餅

栃餅（時期不明）

五平餅

えごまのおはぎ（小坂）

えごまの五平餅（小坂）

えごまの葉

えごまのたれ

エゴマの穂とメナモミのバジルソース（時期不明）

自家製トマトソース、ケチャップ

自家製味噌

炭酸泉を使った味噌（時期不明）

フキ味噌

ねずし

ぐーちゃん漬け

アジメドジョウの煮つけ（時期不明）

アジメドジョウの素揚げ

アマゴの唐揚げ

ダムカレー（時期不明）

初午団子（時期不明）

西上田うどん

花餅をあられにして食べる

塩ブリ

塩イカ

柚子コショウ・ソルト

桜塩

カリンジュレ（時期不明）

発酵ジュース

炭酸泉を使った料理

蒟蒻づくり

川魚のレモン煮

イワナの骨酒（祝い事などの時）

どぶろく作り（時期不明）

水路の掃除（各地域で時期は違う）

田んぼの水の管理

山水のタンクの掃除（各地域で時期は違う）

地域の草刈り（地域ごとにかなり差がある）

さなぶり（田植え後のお祝い）

小学生の田植え体験（久野川） 小学生の稲刈り体験（久野川）

小学生の朴葉寿司づくり体験（馬瀬）

鬼めくり

がんどうち

春祭り（各地区）

闘鶏楽（萩原町宮田）

端午の節句

8／14力持小太郎まつり（小坂）

鮎漁法「火ぶり漁」

秋祭り（各地区）

秋祭り（小坂／坂下・岩崎神明神社）

山の神様の祭り（春） 山の神様の祭り（秋）

祖師野祭り（金山・10月第3土曜日）

花餅

ヨモギ湯

食育サポーター

都会にはない楽しみがある

てまがえ

地域内の結束が強い

朴葉寿司を食べるときの唄（小坂）

めでた（祝い事などの時）

田んぼSUP（金山）

宙に浮くSUP（金山）

観光 観光

爬虫類

魚類

食文化
料理・
酒

生活環
境

行事

生活環
境全般

昆虫類

自然

・1ヶ月遅れで端午の節句を祝う。5月では朴葉の葉がまだ小さい。6

月4日の晩にみんなが朴葉寿司を作り、5日にみんなで食べる

・家庭の味。地域、家ごとに作り方が違う。昔の人にとっては飛騨

のファストフードのようなもの

・柳田國男が、北國紀行に朴葉寿司について書いている

・蜂の子を朴葉寿司に入れたりもする

・完熟して市場に出せないものを使って作る

飛んでいる景色は楽しい

・11月に飛騨川に入ると力尽きた

鮎が大量に死んでいる

・梅雨の時期にたくさん出る・梅雨の時期は多い。草刈をしていて噛まれたことがある

・昔は馬瀬や金山でよくうなぎが捕れたが、今はほとんど捕れない

・岩谷ダムの鯉は鯉こくにして食べても全然違う（美味）、今は食べる人はあまりいない

・フライにして食べるとすごく美味しい

・冷凍しても味が落ちなくて、扱いやすい

・20年ぐらい前は値段も良かったが、今

は安い。川魚をあまり食べなくなった

・MinaBaseでは、桜塩やレモンソルト、柚子ソルト

などを混ぜ込み、オリジナルのあねかえしを作る

・何にでも使う。和え物にしたり、お餅につけて食

べたりする

・前の今上天皇が湯之島館に来られた際、アジメドジョウの煮つけ

を出したそうだが、それをおかわりされた、というエピソードがある

・葉を天ぷらにする。えごまの味噌で焼きおにぎり

をして、えごまの葉を巻いて食べる

・炭酸泉は湯豆腐だけでなく、黒豆を煮たり、天ぷらの粉に混ぜた

りしたらパリッとして料亭ぐらいのおいしさになる、みそ汁にも使う

・龍の瞳の五平餅を作ろうとした際、工場

に断られた。龍の瞳で作ると柔らかすぎ

たよう

・人によっては鉱泉は強くて下痢になると

いう人も中にはいる

・（金山）川のアクティビティと漁業関係者との関係、釣り人に嫌がられる

・炭酸泉は取る場所によって、

炭酸の濃度が全然違う

・伝統的な鮎漁法

・「馬瀬の寝寿司」は文化庁「100年フード」に認定された



ボルダリング（金山）

かなやまマルシェ（金山／時期不明）

東小イーストカフェ（金山／毎週日曜日）

樹々庵（金山）

金山駅（金山）

蛍石（金山）

鮎釣り（馬瀬）

馬瀬における農泊の取り組み

サイクリングツアー（馬瀬）

外国人向けバイクガイドツアー（馬瀬）

さんまぜ工房の五平餅づくり体験（馬瀬）

秋のふるさと祭り（馬瀬）

SotoのUchi（馬瀬）

公共のトイレ（馬瀬）

MinaBaseの体験メニュー（小坂）

NPO法人飛騨小坂200滝の体験メニュー（小坂）

湯屋温泉 奥田屋（小坂）

シュワシュワ会（小坂）

はなもものレトルト機械（小坂）

発酵ツーリズム（小坂）

天領朝市（萩原／各月第2、第4土曜日）

カフェ「Kaung day」（萩原）

ポッドキャスト「温泉だけだと思うなよ？」（全体）

飛騨の地名

下呂の地名

益田の地名

益田造り

下呂には日本の基層文化が残る

下呂の昔の産業

養蚕

トイレでうどんを食べる（トイレを改築等したときの風習）

信長にまつわるお地蔵さん（萩原）

土屋サイダー（金山）

水祭り（金山）

ダムの歴史（金山）

船野城（金山）

祖師野八幡宮（金山）

金山は飛騨の玄関口だった（金山）

伊能忠敬の飛騨測量の開始地点がある（金山）

覚明行者（小坂）

小坂のむかし話（小坂）

昔話「イワナとおぼうさん」（小坂）

観光 観光

歴史 歴史

・薬草体験、あねかえしづくり、コンニャクづくり、五平餅、ティーセレモニー、鉱泉料理、栗よせづくり等

・季節ごとの体験プログラムがある。インバウンド向けのeバイクのツアーもある

・（馬瀬）釣り目的の車の路駐問題、ごみ問題

・（小坂）二次交通問題、少しずつ良くなってはいるが、公共交通では、小坂のスポットに立ち寄りはできない

・（小坂）小坂の人が集まれるカフェのような場所が欲しい

・（小坂）パノラマラインの途中のあずまや付近はクマザサでいっぱいのため、きれいにしてほしい

・（金山）洞（菅田桐洞）に入ると今では車も来ないし、人に会うこともない

・（全体）観音峠は日本でも数少ないチョウやタカの渡りのところ。木をきれいに整備し、観察スポットにしてはどうか

・（全体）保健所の許可が飛騨は厳しい

・（萩原）白草山への登山客への看板が不親切

・（萩原）天領朝市は飲食禁止

・その時期にきちんと農業が出来ない、人手不足

・馬瀬地域においては、これまで農水省の交付金等を使い、鮎を使った観光商品の開発、食を活かした滞

在造成、インバウンド対応等を行ってきており、農泊を推進してきた成果もあがっている


